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朱鞠内湖集水域の流域環境に対する住民の関心事
永田素彦三重大学
本稿では、 2005年 9月に、 5-2フロジェクトの研究フィールドである朱鞠内湖集水域お
よび近隣エリアで実施された、流域環境に対する住民の意識調査の結果を報告する。調査
の目的は、朱鞠内湖周辺の森林・農地・水系からなる環境のさまざまな側面に対して、住
民がどのような態度をもっているのかを把握し、流域環境に対する住民の関心事を抽出す
ることにある。特に、森林、農地、水系がもっさまざまなはたらきに対する関心の構造と、
流域環境での活動ゃいくつかの属性との関連を検討した。
調査は、北海道幌加内町の 3集落(幌加内、朱鞠内、母子里)および名寄市の 4地点で
行なわれた。調査対象者は計 61名で、男性 43名、女性 18名、幌加内 14名、朱鞠内 9名、
母子里 13名、名寄市 25名、年齢は 20-70歳。職業は、農業、林業、酪農業、役場職員、
大学教員、技官、大学院生などであった。調査対象者の選定は、昨年度の調査対象者に再
び協力を依頼するとともに、新たな調査対象者を紹介していただいた。なお、調査者は、
吉岡、松川、坂本、大川、永田の 5名であった。
調査は、構造化面接法を用いて行なわれた。この調査は、全国調査のローカライズ版で
あり、質問紙も全国調査とほぼ同ーのものを用いた。全国調査との主な相違点は、流域環
境一般ではなく、朱鞠内湖周辺の流域環境について具体的に尋ねたことと、いくつか自由
回答項目を加えたことである。主な質問項目は、流域環境(森林、農地、水系)の各はた
らきに対する関心の程度、流域環境における活動経験の程度、環境保護活動に対する関心
の程度、朱鞠内湖周辺の流域環境に対する意見、流域環境一般に対する意見、などである。
インタビューの所用時間は、平均 40分程度であった。
主な結果は以下の通りである。第 lに、単純集計の結果によれば、人々の流域環境のは
たらきに対する関心は、全般的に、非常に高い。ここで、流域環境のはたらきとは、木材
生産、林産物生産、風景創出、渇水軽減、国土保全、水質浄化、防音・防風、動植物の棲
みか、二酸化炭素の吸収(以上、森林)、穀物生産、野菜生産、乳製品・食肉生産、風景創
出、水・土壌保全、動植物の棲みか(以上、農地)、生活用水、工業・農業用水、水産業、
風景創出、動植物の棲みか、水質浄化(以上、水系)である。回答者は、「非常に関心があ
るJから「まったく関心がない」までの4段階で答えるよう求められた。
図 lに、森林の働きに対する関心の結果を示す。木材生産を除いてほとんどすべてのは
たらきに対して、人々の関心は非常に高い。特に、風景創出、動植物の棲みか、水質浄化
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の 働 き に 対 す る 関 心 が 高 か っ た 。 ま た 、 森 林 、 農 地 、 水 系 、 そ れ ぞ れ の は た ら き の 中 で 最
も 関 心 が あ る も の を 尋 ね た と こ ろ 、 森 林 に 関 し て は 風 景 創 出 の 回 答 が 、 農 地 に 関 し て は 、
動 植 物 の 棲 み か 、 水 ・ 土 壇 保 全 、 風 景 創 出 の 回 答 が 、 川 ・ 湖 に 関 し て は 、 動 植 物 の 棲 み か 、
風 景 創 出 、 生 活 用 水 の 回 答 が 、 そ れ ぞ れ 多 か っ た 。 一 方 、 環 境 保 護 活 動 へ の 参 加 に 対 す る
関 心 や 、 仕 事 以 外 で の 流 域 環 境 に お け る 活 動 経 験 は 、 相 対 的 に 低 か っ た 。
第 2 に 、 そ れ ぞ れ の 関 心 間 の 関 連 を 探 る た め に 、 数 量 化 E 類 に よ る 分 析 を 行 な っ た 結 果
を 報 告 す る 。 数 量 化 皿 類 は 、 個 体 ( 回 答 者 ) の カ テ ゴ リ ー ( 質 問 項 目 ) へ の 反 応 パ タ ー ン
に 基 づ い て 、 個 体 と カ テ ゴ リ ー そ れ ぞ れ を 数 量 化 し 、 パ タ ー ン 分 類 を 行 な う 、 多 変 量 解 析
の 一 種 で あ る 。 図 2 に 、 森 林 、 農 地 、 水 系 の は た ら き へ の 関 心 に つ い て 数 量 化 E 類 を 行 な
っ た 結 果 を 図 示 す る 。 分 析 に 投 入 し た ア イ テ ム ・ カ テ ゴ リ ー は 、 森 林 の は た ら き へ の 関 心
(9 ア イ テ ム ) 、 農 地 の は た ら き へ の 関 心 (6 ア イ テ ム ) 、 水 系 の は た ら き へ の 関 心 (6 ア イ
テ ム ) x  r非 常 に 関 心 が あ る J rや や 関 心 が あ る J r関 心 が な い ( あ ま り 関 心 が な い + 全 く 関
心 が な い ) J の 3 カ テ ゴ リ ー で あ る 。 た だ し 、 回 答 者 が 全 体 の 5 % に 満 た な い カ テ ゴ リ ー は
除 外 し た 。 図 2 に 示 さ れ て い る よ う に 、 す べ て の は た ら き に 対 し て 「 非 常 に 関 心 が あ る J 、
「 や や 関 心 が あ る 」 、 「 関 心 が な い j の 3 つ の ク ラ ス タ ー が 見 出 さ れ た 。 す な わ ち 、 環 境 の
は た ら き に 関 心 を も っ 人 は 、 ど の は た ら き に も 関 心 が 高 い 傾 向 に あ り 、 逆 に 、 関 心 の 薄 い
人 は 、 ど の は た ら き に も 関 心 が 薄 い 傾 向 に あ る 。 一 方 、 森 林 、 農 地 、 水 系 の 領 域 や 、 直 接
利 用 価 値 、 間 接 利 用 価 値 の 区 別 に つ い て は 、 明 確 な 傾 向 は 見 出 せ な か っ た 。 ま た 、 活 動 経
験 、 保 全 活 動 へ の 関 心 に つ い て も 、 そ れ ぞ れ 、 同 様 の 分 析 を 行 な っ た が 、 ほ ぼ 同 様 の 傾 向
が 見 出 さ れ た 。 す な わ ち 、 活 動 経 験 の 多 寡 、 あ る い は 、 保 全 活 動 の 関 心 へ の 強 弱 に つ い て 、
明 確 な ク ラ ス タ ー が 確 認 さ れ た 。
次 に 、 森 林 、 農 地 、 水 系 の そ れ ぞ れ の は た ら き の 中 で 最 も 関 心 が 高 い も の を 尋 ね た 質 問
の 選 択 肢 を カ テ ゴ リ ー と し て 、 数 量 化 皿 類 を 行 な っ た ( 図 3) 。 そ の 結 果 、 「 風 景 や レ ク リ
エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 J 、 「 動 植 物 の 棲 み か 」 、 「 水 質 の 浄 化 や 保 全 」 が 、 明 確 な ク ラ ス タ ー
を 形 成 し て い る こ と が 見 出 さ れ た 。
第 3 に 、 属 性 別 の 傾 向 を 報 告 す る 。 4 つ の 地 域 間 の 違 い に つ い て は 、 相 対 的 に 、 朱 鞠 内
と 幌 加 内 で 、 環 境 の は た ら き へ の 関 心 が 全 般 的 に 高 か っ た 。 ま た 、 「 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ
ン の 場 の 創 出 」 に 対 す る 関 心 は 、 幌 加 内 の 人 が 特 に 高 い 傾 向 に あ っ た 。 関 心 と 職 業 と の 関
連 に つ い て は 、 観 光 関 連 の 人 々 が 「 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 J に 強 い 関 心 を も
ち 、 農 業 、 酪 農 業 の 人 々 が 「 水 質 の 浄 化 や 保 全 」 に 強 い 関 心 を も つ な ど 、 一 定 の 関 連 が 見
出 さ れ た 。
最 後 に 、 自 由 回 答 の 結 果 を 報 告 す る 。 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 で な く な っ て ほ し く な い も の 」 に つ
い て は 、 約 半 数 が 「 森 」 と 回 答 し て い た 。 ま た 、 「 今 後 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 環 境 に つ い て 、 ど
う な っ て ほ し い か 」 と い う 質 問 に 対 し て は 、 概 ね 、 現 状 の 自 然 を 維 持 し た い と い う 声 が 強
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く、観光地としての発展を望む声もあった。
全体的に、流域環境への関心は高い。分析結果を総合的に判断すると、人々が最も関心
をもっているのは、「風景やレクリエーションの場Jとしての環境である。その他、「動植
物の棲みかJ、「水質の浄化や保全」への関心が高い。また、流域環境のある側面に関心が
高い人は、他の側面に対する関心も高い傾向にある。今後、これらの結果をシナリオアン
ケートの設計に活用する。
一110-
口
と
て
も
関
心
が
あ
る
.
少
し
関
心
が
あ
る
.
あ
ま
り
関
心
が
な
い
.
全
く
関
心
が
な
い
la
nd
sc
ap
e 
la
nd
 
pr
es
er
va
ti
on
 
so
un
dp
ro
of
in
g 
ab
so
rp
ti
on
 o
f 
C
0
2
 
w
o
o
d
 
pr
od
uc
ti
on
 
ー
?
?
ー
10
0九
80
% 
60
九
40
% 
20
九
0%
 
森
林
の
働
き
に
対
す
る
関
心
度
図
l
lit
tle
 o
r 
no
 in
te
re
st
 
o
・..
o
 
:
 
0
 
o
 
;
 
o
 
0
 
o
 
0
 
.~ 
o
 
0
0
:
'
 .
 
¥，
p，
℃
一
ー
旬
、
0.
..
..
: 
L
.
.
ー
~
D
I
 
¥
 
~
 
_..
・九
O
 
2
・..
...
...
.二.
...
.-
@J
f>
~ 
t
e
'
O
 
O
 
¥
 
0
 
r
'
¥
 
0
 
、。
8
0
 0
ρ
o
 I
 
、
O
 ー
ノ
、 、
.. 
6.
0
0
 
2.
00
 
4.
∞
 
M
 
〉
O
 
O
 
q込ゐ
o.∞
 
ー
?
?
-2
.0
0
 
2.
∞
 
1.0
0
 
o.∞
 
V
2
 
-1.∞ 
-2
.∞
 
流
域
環
境
の
働
き
に
関
す
る
関
心
度
の
関
係
図
Od
ai
ry
 p
 
pr
es
er
va
ti
on
 o
f 
la
nd
 
~a
te
r r
es
o 
ur
ce
 f
or
 d
ai
νl
i偽
2.
00
 
1.∞
 
Op
ro
du
ct
io
n 
of
 w
o
o
d
 
at
er
 r
es
ou
rc
e 
fo
r 
in
du
st
ry
 a
nd
 a
gr
ic
ul
tr
e 
Og
ra
in
 
O.
∞
 
M
 
〉
ー
?
?
?
ha
b比
at
(f
or
es
t)
O
O
h
a
b 比
at
(f
or
es
t)
-1.
0
0
 
Oh
ab
it
at
( f
ar
m)
 
Ha
bi
ta
t 
01
 t
he
 
an
im
al
s 
an
d 
pl
an
ts
 
Of
is
he
ri
es
 
-2
.0
0 
2.
∞
 
1.∞
 
V
2
 
O.∞
 
-1
.∞
 
流
域
環
境
の
働
き
の
中
で
最
も
関
心
が
高
い
項
目
聞
の
関
係
図
